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入
入
俊
乘
房
重
源
の
鴈
田
事
業
に
つ
い
て
伊
藤
眞
徹
剛
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
旗
幟
は
大
乘
佛
歡
の
綱
格
で
あ
つ
て
、
下
化
す
る
こ
と
は
上
菩
提
を
求
め
ん
が
爲
め
で
あ
る
。
下
化
の
精
瀞
を
擴
充
す
れ
ば
、
衆
生
の
靈
肉
爾
面
の
救
濟
に
及
ぼ
さ
れ
る
。
此
れ
我
が
國
佛
歡
瓧
會
事
業
の
成
立
す
る
基
盤
で
あ
り
、
更
ら
に
そ
の
基
盤
の
深
奥
く
源
泉
を
求
む
れ
ば
コ
碣
田
」
思
想
に
到
逹
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
幅
田
に
つ
い
て
梵
網
菩
薩
戒
經
に
は
「
八
幅
田
中
看
病
輻
田
第
=
碣
田
、
若
父
母
師
僭
弟
子
疾
病
、
諸
根
不
具
百
種
病
苦
惱
、
皆
養
令
レ
差
、
而
菩
薩
以
二惡
心
瞋
恨
一、
不
智至
二僣
房
中
城
邑
曠
野
山
林
道
路
中
一、
見
ヒ
病
不
彡
救
者
犯
二輕
垢
罪
一」
(
正
藏
>>o
、
t
o
0
五
)
と
み
つ
て
、
そ
の
一
々
の
名
穩
に
つ
い
て
は
「
八
幅
田
諸
佛
聖
人
一
一
師
檜
父
母
病
人
」
(正
藏
二
〇
、
一
〇
〇
七
)
と
あ
る
の
み
で
明
記
せ
ち
れ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
整
へ
る
八
幅
田
及
び
此
れ
に
至
る
迄
の
、
諸
經
論
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
幅
田
読
は
、
大
智
度
論
第
十
二
の
コ
隅
田
に
二
種
あ
り
、
一
に
は
憐
愍
幅
田
、
二
に
恭
敬
幅
田
な
り
。
憐
愍
幅
田
は
能
く
燐
愍
の
心
を
生
じ
、
恭
敬
輻
田
は
能
く
恭
敬
の
心
を
生
ず
」
る
の
二
種
に
該
攝
せ
ら
れ
、
此
の
外
に
出
つ
る
も
の
で
は
な
い
。
帥
ち
恭
敬
幅
田
は
敬
上
で
あ
り
、
佛
僭
等
の
客
體
そ
の
も
の
が
植
諸
徳
本
の
輻
田
で
あ
る
。
憐
愍
幅
田
は
慈
下
で
あ
つ
て
、
憐
愍
の
心
を
持
ち
功
を
施
す
と
こ
ろ
、
徳
巳
れ
に
歸
し
て
帥
ち
幅
田
と
な
る
の
で
あ
る
。
八
幅
田
の
内
容
の
一
々
に
つ
い
て
の
蟲
高
僭
の
所
読
は
、
蠡
(五
三
六
九
七
)
の
菩
蘗
讒
卷
下
に
は
(
義
四
・
、
五
耄
)
e
佛
ω
聖
人
⇔
和
徇
㈲
阿
闍
梨
㈲
僣
因
父
㈹
母
囚
病
人
と
あ
り
、
叉
智
周
の
梵
網
經
菩
薩
戒
本
疏
第
四
に
は
e
佛
同
法
㊨
僭
㈲
父
母
㈲
師
僣
因
弟
子
㈹
諸
根
不
具
囚
百
種
苦
の
名
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
e
恭
敬
供
養
す
れ
ば
無
量
の
幅
を
得
る
敬
田
と
、
⇔
其
鴻
恩
を
報
ず
れ
ば
輻
を
得
ら
る
Σ
恩
田
と
、
⇔
悲
愍
す
べ
き
舞
の
悲
田
の
三
簍
約
芸
れ
る
の
で
あ
を
。
し
か
る
猛
鬟
読
が
あ
つ
て
、
法
藏
(
六
四
三
七
=
一)
の
梵
網
響
襞
本
肇
五
(
正
藏
四
〇
、
六
三
九
)
に
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
「有
人
の
読
」
に
は
、
次
の
八
を
輻
田
と
し
て
擧
げ
て
ゐ
る
。
e
造
二曠
路
美
井
一
⇔
水
路
橋
梁
⇔
卒
二
治
嶮
路
一
㈲
孝
二事
父
母
剛
'㈲
供
二養
沙
門
嶋
因
供
昌養
病
人
剛
㈹
救
二濟
危
厄
一
囚
設
昌無
遮
大
會
嫡
之
れ
で
あ
つ
て
、前
二
読
と
羇
比
す
る
と
き
、百
種
苦
の
悲
愍
を
著
し
く
擴
充
し
、悲
田
を
具
體
化
し
た
も
の
と
云
へ
る
。
か
く
の
如
き
「
有
人
読
」
の
根
底
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
に
、
西
晋
時
代
法
立
・
法
炬
の
共
譯
に
か
N
る
諸
徳
幅
田
經
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
〔,
諸
徳
幅
田
經
」
(正
藏
一
六
、
七
七
七
)
に
は
、
「
衆
僭
の
中
に
五
淨
徳
あ
り
、
此
の
五
徳
を
幅
田
と
な
し
、
之
れ
を
供
(養
)
す
れ
ば
幅
を
得
、
進
ん
で
成
佛
す
べ
し
」
と
読
き
、
そ
の
五
と
は
e
發
心
離
γ俗
懐
昌佩
道
一故
目
毀
二其
形
好
一應
昌法
服
】故
」
⇔
永
割
二親
愛
一無
二適
莫
一故
〔四
委
二棄
驅
命
一蓮
二
衆
善
一故
㊨
志
二求
大
乘
一
欲
レ度
レ
人
故
で
あ
つ
て
、
之
れ
僭
が
幅
田
と
し
て
恭
敬
せ
ら
れ
る
所
以
を
明
し
て
ゐ
る
。
更
ら
に
「
七
法
あ
り
、廣
く
施
す
を
名
づ
け
て
幅
田
と
日
ひ
、
行
者
輻
を
得
て
帥
ち
梵
天
に
生
ず
」
と
説
き
、
そ
の
七
を
擧
げ
て
e
興
二
立
佛
圖
檜
房
堂
閣
'
目
園
果
浴
池
樹
木
清
涼
⇔
常
施
昌醫
藥
一療
二救
衆
病
一
㈲
作
昌牢
堅
船
'濟
二度
人
民
一
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
'
入
九
九
〇
㈲
1"11設
橋
梁
一過
二度
羸
弱
・
因
近
道
作
〆井
渇
乏
得
レ
飮
㈲
造
昌作
圃
厠
一施
二便
利
處
一
と
云
ひ
、
之
れ
廣
く
功
を
施
し
、
己
れ
に
歸
す
る
徳
を
積
累
す
る
作
善
で
あ
り
、
或
る
意
味
に
於
い
て
、
此
等
の
全
て
は
物
心
兩
面
の
百
種
苦
、
又
は
危
厄
の
救
濟
策
と
領
受
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
我
が
國
に
於
い
て
、
寺
院
僣
侶
が
自
ら
そ
の
衝
に
當
つ
た
輻
田
事
業
は
、
コ
碣
田
經
L
及
び
「
有
人
の
読
」
の
趣
旨
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、同
經
が
古
く
我
が
國
に
將
來
せ
ら
れ
、
聖
徳
太
子
四
院
建
立
の
聖
業
の
事
實
上
か
ら
も
窺
は
れ
る
。
而
し
て
此
等
の
聖
業
が
邃
行
せ
ら
れ
る
形
態
に
二
様
あ
つ
て
、
一
は
國
家
乃
至
は
公
家
の
護
持
支
援
に
ょ
る
も
の
と
、
他
は
個
人
及
び
個
人
を
中
心
と
す
る
歸
依
偈
仰
者
の
集
團
勢
力
に
よ
る
も
の
と
で
あ
る
。
我
が
佛
教
沚
會
事
業
の
矯
矢
と
せ
ら
れ
る
四
天
王
寺
四
箇
院
の
維
持
は
、
攝
津
河
内
の
官
稻
各
三
千
束
に
よ
つ
て
支
辨
せ
ら
れ
、
興
輻
寺
の
施
藥
悲
田
の
二
院
に
は
封
五
十
戸
、
水
田
百
町
、稻
十
三
万
束
の
施
入
等
、皇
室
貴
顯
の
保
護
勸
奬
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
そ
の
例
=
一に
止
ま
ら
な
い
。
後
者
の
好
箇
の
例
と
し
て
は
、
行
基
の
事
蹟
を
逸
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
「
績
日
本
紀
」
(卷
一
七
)
に
は
行
基
の
民
衆
教
化
の
相
貌
と
事
業
の
概
要
と
、
そ
の
事
業
が
容
易
に
完
成
す
る
こ
と
を
得
た
相
欺
を
述
べ
て
初
出
家
、
讀
二瑜
伽
唯
識
論
一帥
了
二
其
意
凶既
而
周
二
遊
都
鄙
一教
一
化
衆
生
一
、道
俗
慕
レ
化
逍
從
者
、
動
以
レ
千
數
、
而
行
之
處
聞
二和
倚
來
一、
巷
無
昌居
人
一、
爭
來
禮
拜
、
隨
器
誘
導
、
威
趣
ヱ干
善
一、
叉
親
率
二弟
子
等
一、
於
昌諸
要
害
處
一、
造
レ橋
築
レ陂
聞
見
所
レ及
.威
來
加
レ功
、
不
日
而
成
、
百
姓
至
レ今
蒙
二其
利
一焉
(天
卒
勝
寳
元
年
二
月
二
日
)
と
あ
つ
て
、
比
類
な
く
庶
民
に
教
化
を
施
し
た
行
基
は
、
そ
の
化
を
蒙
つ
た
衆
庶
に
助
け
ら
れ
て
、各
種
の
困
難
な
る
大
業
を
も
、國
衙
の
資
助
を
俟
つ
こ
と
な
く
し
て
成
就
し
た
の
で
あ
る
。
.
要
之
、
我
が
國
に
受
容
せ
ら
れ
た
る
所
謂
幅
田
事
業
は
、
國
衙
貴
紳
の
保
護
勸
奬
に
よ
る
も
の
と
、
衆
庶
の
支
助
に
ょ
る
も
の
と
の
二
形
態
が
あ
つ
て
、
更
に
結
論
的
に
之
れ
を
言
ひ
換
え
れ
ば
、
聖
徳
太
子
の
遺
芳
の
繼
承
と
、
行
基
に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
た
る
事
業
を
先
蹤
と
す
る
も
の
と
が
あ
つ
て
、
此
二
形
態
が
中
世
近
世
を
一
貫
し
て
流
れ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
二
重
源
は
俊
乘
房
と
號
し
、
紀
季
重
の
子
で
幼
名
を
重
定
と
云
ひ
、
密
教
を
習
學
し
、
諸
國
を
遍
壓
し
、
十
七
歳
の
時
帥
ち
保
延
三
年
ニ
l
itl七
)
に
は
四
國
の
靈
蹟
に
修
行
し
、
十
九
歳
大
峰
に
入
つ
て
練
行
し
、
後
葛
木
に
籠
る
こ
と
二
度
、加
賀
の
馬
場
か
ら
白
山
に
參
詣
せ
る
旨
を
自
ら
傳
へ
て
ゐ
る
。
年
時
は
明
記
し
て
ゐ
な
い
が
信
濃
國
善
光
寺
に
參
詣
し
て
ゐ
る
が
、
恐
く
は
源
室
に
從
ひ
專
修
念
佛
の
教
示
を
受
け
る
前
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
帥
ち
「
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
」
(以
下
「
作
善
集
」
と
略
稱
す
る
)
に
信
濃
國
參
襲
晃
寺
ゴ
度
者
+
三
呈
購
青
聽
二
度
者
吉
七
夜
勤
骸
不
斷
念
塵
初
霧
嚢
金
色
御
舍
利
賜
γ之
即
乎
ル
タ
リ
呑
被
レ
仰
仍
呑
畢
次
度
者
面
奉
レ
拜
二見
阿
彌
陀
如
來
一
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
歸
淨
前
後
と
見
る
の
が
至
當
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仁
安
二
年
(
l
1
六
七
)
入
宋
し
、
翌
年
明
州
に
於
い
て
榮
西
と
會
遇
し
、
相
拌
つ
て
天
台
山
に
登
り
、
再
び
明
州
に
歸
り
、阿
育
王
寺
舍
利
塔
を
禮
し
、
同
年
九
月
榮
西
と
共
に
歸
朝
し
た
(元
亨
釋
書
卷
一
四
)
。
重
源
入
宋
σ
目
的
及
び
そ
の
回
數
に
つ
い
て
は
、
上
人
が
壽
永
二
年
(
=
八
二
)
正
月
二
十
四
日
、
象
實
に
面
謁
し
た
時
の
物
語
の
大
要
を
、
玉
葉
に
は
件
芙
渡
唐
三
箇
卑
彼
國
之
風
俗
委
所
竟
知
輔～
、
仍
粗
問
乏
、
所
レ
語
之
事
、
實
希
異
多
端
姦
、
五
台
山
被
レ打
二
取
大
金
擧
了
・
渡
海
之
本
意
爲
レ
奉
ソ
禮
二彼
山
一也
、
仍
室
敷
歸
朝
之
處
、
天
台
山
阿
育
王
山
等
可
レ
奉
γ
禮
之
由
、
宋
人
等
勸
進
、
仍
暫
經
廻
、
詣
二件
兩
所
一、
天
台
山
ニ
ハ
有
昌
石
橋
一、
破
戒
罪
業
之
入
無
畠渡
得
一、
其
橋
事
、
本
國
之
人
十
之
八
九
ハ不
γ遽
二
前
途
一、
但
於
二
日
本
國
之
人
一者
、
多
分
渡
乏
、
令
・
辱
依
昆
願
菠
塰
之
志
・歟
メ
訳
麗
重
源
聖
人
所
レ渡
二其
輦
也
、
尤
可
γ貴
々
々
、
莞
と
あ
つ
て
、
重
源
入
宋
の
目
的
が
文
殊
示
現
の
靈
山
た
る
五
台
山
の
聖
迹
巡
拜
に
あ
つ
た
が
、
當
時
既
に
此
地
は
金
國
の
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
雄
圖
室
し
く
南
に
方
向
を
轉
じ
、
天
台
山
阿
育
王
山
巡
禮
の
勸
め
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
九
一
九
二
歸
朝
に
當
り
齎
ら
し
た
文
化
財
は
、
元
亨
釋
書
に
は
淨
土
五
祗
圖
・
觀
經
曼
荼
羅
等
を
擧
げ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
中
觀
經
曼
荼
羅
は
高
野
新
別
所
に
納
め
を
こ
と
は
「
作
善
集
」
に
「
十
六
想
觀
一
鋪
」
と
記
す
こ
と
に
依
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
他
「作
善
集
」
に
は
、
上
醍
醐
寺
に
經
藏
一
宇
を
造
立
し
て
、
宋
本
一
切
經
一
部
を
納
め
、
東
大
寺
別
所
に
一
切
經
二
部
を
安
置
せ
る
申
の
一
部
が
宋
本
で
あ
り
、
笠
置
般
若
台
寺
に
も
唐
本
大
般
若
一
部
を
施
入
し
、
高
野
新
別
所
に
奉
納
し
た
十
六
羅
漢
像
は
二
種
あ
つ
て
、
十
六
羅
漢
像
十
六
鋪
唐
本
又
十
六
羅
漢
像
十
六
鋪
唐
本
墨
寰
と
註
せ
る
を
以
て
、
恐
ら
く
は
彩
色
墨
晝
の
二
種
で
あ
り
、
總
て
此
等
は
歸
朝
時
に
請
來
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
茲
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
象
實
が
「件
聖
人
渡
唐
三
箇
度
」
と
記
せ
る
壽
永
二
年
(
=
八
三
)
は
、
「
釋
書
」
に
傳
へ
る
仁
安
三
年
(
=
六
八
)
歸
朝
後
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
間
源
室
が
專
修
念
佛
を
唱
道
し
た
の
は
、
歸
朝
後
七
年
の
承
安
五
年
(
=
七
五
)
で
あ
り
、
東
大
寺
が
重
衡
の
兵
火
に
羅
つ
た
の
は
更
に
五
年
後
の
治
承
四
年
(
=
八
〇
)
で
あ
り
、
翌
年
八
月
、
六
十
一
歳
の
重
源
は
、
東
大
寺
大
佛
殿
の
大
勸
進
職
に
任
ぜ
ら
れ
(東
大
寺
續
要
録
)、
十
月
六
日
入
洛
し
て
法
皇
、
皇
嘉
門
院
以
下
洛
中
諸
家
に
奉
加
を
請
ふ
等
(王
葉
)
、
爾
後
十
四
年
、
畢
生
の
努
力
を
東
大
寺
勸
進
の
大
願
成
就
に
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
「
作
善
集
」
に
は
シ
テ
ル
ノ
ヲ
マ
デ
ニ
ニ
リ
テ
シ
ル
於
昌行
年
六
十
一
凵蒙
二東
大
寺
造
營
勅
定
鰯至
昌當
年
八
十
三
幅成
コ
廿
三
年
一、
而
六
年
奉
・造
二
立
大
佛
一邃
二御
開
眼
剛之
日
、
後
白
河
院
ニ
シ
ク
ニ
シ
テ
ヲ
フ
ヲ
ノ
有
昌臨
幸
桶叉
御
棟
上
同
臨
幸
、
叉
五
六
年
之
間
造
二畢
御
堂
唱行
二御
供
養
N當
院
御
位
時
有
瓢臨
幸
叫
と
あ
る
。
彼
の
大
原
談
義
は
文
治
二
年
(
=
八
六
)
帥
ち
大
佛
開
眼
の
翌
年
秋
の
こ
と
で
h
「勅
傳
」
(卷
第
十
四
)
に
は
此
時
「
い
ま
だ
出
離
の
道
を
お
も
ひ
定
め
ざ
り
け
る
を
哀
み
給
ひ
て
、
こ
の
由
を
告
げ
仰
せ
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、弟
子
三
十
餘
人
を
相
具
し
て
大
原
に
む
か
ふ
」
と
あ
る
。
さ
れ
ば
源
室
と
交
渉
を
持
つ
に
至
つ
た
の
は
、
承
安
五
年
以
後
治
承
四
年
以
前
と
想
定
せ
ら
れ
、
此
の
聞
に
「
玉
葉
」
に
云
ふ
第
三
回
目
の
入
宋
が
あ
り
、
こ
の
時
淨
土
五
租
圖
を
請
來
し
た
と
考
へ
る
の
が
、
寧
ろ
自
然
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
建
久
六
年
大
佛
殿
は
竣
工
し
、
三
月
落
慶
供
養
の
大
會
が
修
せ
ら
れ
、
重
源
は
功
に
よ
り
三
月
十
二
日
簿
灯
大
和
徇
位
の
宣
旨
を
受
け
、
一
時
遁
れ
て
高
野
山
に
あ
つ
た
が
、
頼
朝
の
使
者
中
原
親
能
に
迎
へ
ら
れ
、
五
月
二
十
九
日
京
師
に
入
る
。
大
佛
殿
再
建
の
大
願
成
就
後
の
重
源
は
、
そ
の
餘
生
を
敬
田
と
悲
田
の
作
善
に
捧
げ
、
建
永
元
年
、
(
=
δ
六
)
八
十
六
歳
を
以
て
入
寂
し
た
。
晶
榮
酉
に
授
け
た
虚
菴
禪
師
の
付
囑
の
書
に
「乾
道
戊
子
遊
二天
薹
噛見
二
山
川
勝
妙
噛生
周大
歡
喜
噛至
判
石
橋
噛焚
γ香
煎
γ
茶
、
禮
コ佳
世
五
百
大
羅
漢
鴨
尋
反
昌本
國
噛三
俊
乘
房
重
源
一
代
の
作
善
に
つ
い
み
る
に
、
元
來
緇
徒
の
修
善
は
、
一
善
一
業
、
經
論
詛
釋
の
読
示
の
範
疇
を
出
つ
る
も
の
で
は
な
い
。
依
つ
て
そ
の
基
底
を
な
す
根
本
理
念
を
追
求
す
れ
ば
、コ
碣
田
經
」
所
読
の
八
幅
田
の
第
一
は
僭
で
あ
り
、他
の
七
法
中
の
胃
頭
は
「佛
圖
僭
房
堂
閣
の
興
立
」
で
あ
る
。
之
れ
は
偈
頌
に
「起
塔
立
精
舎
」
と
あ
つ
て
、
一
應
明
白
で
は
あ
る
が
、
元
來
佛
圖
と
は
古
來
佛
陀
ud
&
き
9
の
古
劉
昔
と
、
窒
堵
波
ω
呂
冨
の
訛
音
の
二
樣
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
度
に
於
け
る
佛
陀
敬
慕
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
佛
滅
度
の
後
、
法
を
以
て
自
の
燈
明
と
し
た
歡
徒
は
、
遺
骨
(
舍
利
)
を
八
分
し
て
八
塔
を
建
て
、
爾
來
起
塔
供
養
は
盛
ん
に
行
は
れ
、
阿
育
王
は
領
内
に
八
萬
四
千
基
の
塔
を
造
立
し
た
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
大
乘
佛
教
の
興
起
と
共
に
、
佛
像
の
彫
畫
は
盛
ん
に
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
法
華
經
方
便
品
第
二
(
正
藏
九
、
八
)
に
.「
若
人
爲
レ佛
故
、
建
二
立
諸
形
像
一、
刻
雕
成
鵠衆
相
N、
皆
己
成
二佛
道
こ
と
読
き
、
或
は
七
寶
鍮
石
赤
白
銅
、
白
鑞
鉛
錫
鐵
木
、
泥
膝
布
を
以
て
嚴
飾
し
、
叉
彩
書
し
て
佛
像
を
作
り
、
乃
至
童
子
の
戯
れ
に
草
木
及
び
筆
、
或
は
指
の
爪
甲
を
以
て
佛
像
を
晝
作
す
る
す
ら
、
漸
々
に
功
徳
を
積
み
佛
道
を
成
ぜ
ん
と
あ
る
。
「
無
量
壽
經
」
に
は
大
乘
の
善
根
と
し
て
、「
起
立
塔
像
飯
食
沙
門
」
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
一
切
法
の
性
と
相
と
(法
)
、そ
れ
を
如
實
に
智
見
し
給
へ
る
佛
陀
と
、
そ
の
佛
を
理
想
と
し
て
道
を
精
進
す
る
檜
を
三
寶
と
し
、
滅
後
の
檜
は
舍
利
を
佛
陀
と
拜
し
、
佛
像
を
通
じ
て
佛
陀
を
觀
、そ
の
崇
敬
・
造
立
の
觀
念
は
、後
世
釜
々
發
展
擴
充
せ
ら
れ
て
、
舍
利
・
佛
像
を
安
置
す
る
寺
塔
の
建
造
、
僭
の
止
佳
す
る
僣
房
堂
閣
の
營
築
を
も
、
そ
れ
に
等
し
き
善
根
と
な
し
、
令
法
久
佳
の
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
九
三
九
四
た
め
に
經
論
の
書
寫
を
善
事
と
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
考
察
す
る
と
き
、
擴
充
せ
ら
れ
た
上
述
の
如
き
作
善
は
、
そ
れ
自
體
が
幅
田
で
も
あ
り
、
大
乘
の
善
根
で
あ
る
。
又
第
三
以
下
の
輻
暗
は
、
作
善
の
功
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
巳
れ
に
徳
歸
す
る
が
故
に
亦
輻
田
で
も
あ
る
。
依
て
、
我
が
國
に
受
容
せ
ら
れ
た
輻
田
思
想
は
、
宗
歡
施
設
と
瓧
會
施
設
に
具
現
せ
ら
れ
、
前
者
は
佳
持
三
寶
恭
敬
で
お
り
、
後
者
は
瓧
會
救
濟
事
業
で
あ
つ
て
各
々
輻
田
事
業
の
一
班
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
先
づ
宗
教
施
設
た
る
三
寶
興
隆
事
業
に
つ
い
て
概
觀
す
れ
ば
、
「作
善
集
」
に
佛
像
の
造
立
修
複
に
つ
い
て
、
「
奉
造
立
修
複
大
佛
並
丈
六
佛
像
員
數
」
と
題
し
、
大
佛
殿
の
七
躰
を
初
め
と
し
て
、
重
源
創
建
の
各
地
の
別
所
、
そ
の
他
結
縁
の
佛
像
は
五
十
三
躰
に
及
ぶ
こ
と
を
列
擧
し
て
ゐ
る
。
又
佛
の
遺
身
と
し
、
佛
陀
自
體
の
如
く
祟
敬
せ
ら
れ
た
舍
利
は
、
甼
安
時
代
以
後
釜
々
そ
の
崇
拜
盛
行
し
、
鍍
實
は
毎
月
十
九
日
を
以
て
恒
例
の
舍
利
講
と
定
め
て
ゐ
る
。
「
三
寶
繪
詞
」
に
よ
れ
ば
、
舍
利
會
は
慈
覺
大
師
が
貞
觀
二
年
に
始
行
す
る
と
こ
ろ
で
、
「
昔
佛
の
の
玉
は
く
、
佛
の
舍
利
を
供
せ
む
と
、
佛
の
い
ま
す
身
を
供
す
る
と
は
、
功
徳
と
も
に
ひ
と
し
く
し
て
果
報
こ
乏
な
ら
ず
、
一
た
び
舍
利
を
を
が
む
に
、
罪
を
け
し
天
に
生
る
、
寶
の
う
つ
わ
物
を
つ
く
り
て
い
れ
よ
、
寶
の
塔
を
た
て
x
置
と
の
給
へ
り
」
と
佛
読
を
引
き
一
「
叉
今
機
縁
あ
り
て
舍
利
に
ま
い
り
あ
へ
り
、
そ
の
ひ
ろ
ひ
し
時
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
荼
毘
の
け
ふ
り
年
久
し
、
そ
の
つ
た
は
れ
る
所
を
思
へ
ば
、
流
沙
の
雲
み
つ
は
る
か
也
、
會
を
を
が
み
た
て
ま
つ
る
人
は
、
近
く
み
た
て
ま
つ
る
事
を
悦
ぶ
」
(
佛
全
=
一
、
四
五
三
)
と
あ
つ
て
、
舍
利
と
は
佛
陀
が
大
悲
方
便
力
を
以
て
、
金
剛
不
懐
の
身
を
く
だ
き
給
へ
る
も
の
な
れ
ば
、
舍
利
鄙
佛
陀
な
り
と
領
納
受
容
せ
ら
れ
た
。
故
に
舍
利
の
奇
瑞
を
物
語
る
も
の
は
多
く
、
重
源
自
身
阿
育
王
山
に
詣
で
、
舍
利
を
拜
し
た
こ
と
を
象
實
に
語
つ
て
ゐ
る
。
帥
ち
玉
葉
に
「
件
舍
利
現
昌種
々
瀞
・
攣
、
或
現
麦
六
被
攝
之
奎
、
或
現
・小
簟
或
現
亮
嬰
云
、此
芙
兩
度
奉
レ禮
轟
攣
、
髴
儀
響
一
雖
・
末
岱
此
事
不
・
鑒
同
云
云
」
と
記
し
、
叉
元
暦
二
年
十
二
月
二
十
八
日
の
條
に
「
法
印
被
邑示
逡
国云
、舍
利
講
結
願
之
時
、
舍
利
有
二
祚
變
N云
々
、
奉
レ
出
了
、
欲
レ
奉
レ
入
之
時
、
凡
不
コ入
給
一、
仍
誦
昌
伽
陀
崗再
三
讃
歎
、
其
後
入
給
了
云
々
、
可
レ奪
々
々
、
天
王
寺
舍
利
、
以
昌
出
煩
剛爲
昌不
吉
崗、
以
昌入
煩
一爲
二吉
鮮
回、
是
即
善
根
成
就
之
時
如
ー
此
云
々
、
可
昌喜
悗
N
々
々
L
と
あ
つ
て
、
當
時
の
舍
利
觀
の
樣
相
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
舍
利
帥
生
身
の
佛
陀
と
の
思
惟
は
、
泥
木
塑
造
の
佛
體
に
舍
利
を
納
め
る
風
脅
を
生
じ
た
。
帥
ち
重
源
は
東
大
寺
修
複
の
佛
像
に
於
い
て
奉
レ納
昌大
佛
御
身
幅佛
舍
利
八
十
餘
粒
.
奉
・麺
脇
茜
天
御
身
剛佛
舍
利
各
六
粒
輩
黼
縫
と
あ
る
。
之
れ
造
顯
せ
ら
れ
た
佛
像
に
、
佛
陀
の
分
身
を
籠
め
て
、
生
身
の
如
來
の
靈
相
と
靈
力
を
感
得
せ
ん
と
す
る
、
純
粹
宗
教
感
情
の
表
示
で
あ
つ
て
、
單
な
る
恣
意
的
意
圖
に
出
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
叉
は
塔
は
元
來
舍
利
を
奉
安
し
、
伽
藍
建
築
中
主
要
な
る
位
置
に
位
せ
る
こ
之
は
、
古
代
の
伽
藍
配
置
の
樣
式
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
種
類
大
小
の
相
違
は
あ
つ
て
も
、
そ
の
造
塔
の
精
神
に
於
い
て
は
、
何
等
差
別
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
一
樣
に
舍
利
奉
安
の
容
器
で
あ
り
、
建
造
物
で
あ
り
、
祟
拜
の
野
象
で
あ
る
。
重
源
は
塔
を
造
立
し
て
舍
利
を
納
め
る
こ
と
、
東
大
寺
別
所
に
は
金
銅
五
輪
塔
一驫
鯔
繍
蟻
穐
黷
醐
黶
高
野
新
別
所
に
於
い
て
・
三
重
塔
塞
締
蜜
瀚
轆
肇
蘿
伽
欹
釜
嘱
韓
渡
邊
別
所
に
は
銅
五
輪
塔
一
基
奉
納
佛
舎
利
三
粒
と
あ
り
、
そ
の
他
近
江
の
彌
滿
寺
に
、
佛
舍
利
一
粒
を
納
め
た
銅
五
輪
塔
の
寄
進
を
初
め
と
し
て
、菩
提
山
正
願
寺
の
十
三
重
塔
、三
重
塔
、
天
王
寺
の
塔
、
法
華
寺
の
塔
二
基
の
修
造
に
結
縁
し
、
高
さ
五
尺
の
五
輪
石
塔
一
基
を
九
條
入
道
殿
下
に
奉
呈
し
、
叉
興
幅
寺
五
還
略
沁
姓
三
本
を
寄
進
し
て
ゐ
る
。
舍
利
供
養
の
法
會
も
再
々
で
あ
つ
て
、
俊
乗
房
重
の
源
福
田
事
業
に
つ
い
て
九
五
九
六
天
王
寺
御
舍
利
供
養
二
農
谿
難
と
あ
り
、
更
に
上
人
の
舍
利
信
仰
の
最
大
な
る
國
際
的
事
業
と
し
て
は
大
唐
明
州
阿
育
山
渡
二周
防
國
御
材
木
一奉
レ起
二
立
舍
利
殿
N爲
昌修
理
一又
奉
レ渡
昌
柱
四
本
虹
梁
一
支
M、
南
無
阿
彌
陀
佛
之
影
木
像
晝
像
二
體
安
昌置
阿
育
王
山
舎
利
殿
}供
昌香
華
等
幅
と
あ
る
こ
と
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
叉
佛
寶
を
中
心
と
し
、
轉
迷
開
悟
、
離
苦
得
樂
の
利
釜
を
得
せ
し
む
る
場
と
し
て
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
別
所
、
高
野
新
別
所
、
攝
津
渡
邊
別
所
(攝
津
難
波
江
の
渡
ロ
の
地
)
、
播
磨
別
所
(播
磨
加
東
郡
小
野
村
淨
土
寺
)
、
備
中
別
所
、周
防
阿
彌
陀
佛
(周
防
佐
渡
郡
阿
彌
陀
寺
)
、
伊
賀
別
所
(伊
賀
國
阿
山
郡
阿
波
村
)
を
初
め
と
し
て
、
そ
の
他
備
前
國
に
常
行
堂
、
豊
光
寺
を
建
立
す
る
等
、
修
造
に
至
つ
て
は
實
に
二
十
二
所
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
別
所
は
淨
土
堂
を
申
心
と
な
し
、
殆
ん
ど
一
樣
に
皆
金
色
丈
六
の
彌
陀
立
像
、
觀
音
勢
至
が
安
置
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
渡
邊
別
所
の
如
き
は
、
八
尺
の
皆
金
色
彌
陀
來
迎
像
を
奉
安
せ
る
來
迎
堂
一
宇
、
娑
婆
屋
一
宇
を
設
け
、
天
童
裝
束
卅
具
、
菩
薩
裝
束
廿
八
具
、
樂
器
等
を
常
置
し
、
建
久
七
年
頃
よ
り
迎
講
を
始
修
せ
る
こ
と
を
傳
へ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
り
、
重
源
の
信
仰
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
更
ら
に
法
寶
恭
敬
と
し
て
は
、
上
醍
醐
寺
に
宋
本
一
切
經
を
建
久
六
年
十
一
月
施
入
し
、
九
年
三
月
一
切
經
供
養
を
修
し
、
東
大
寺
別
所
に
は
一
切
經
二
部
を
安
置
し
、
内
一
部
は
宋
本
で
あ
つ
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
高
野
の
新
別
所
に
は
弘
法
大
師
筆
華
嚴
經
一
卷
、
心
經
三
卷
、
良
辨
僭
正
筆
見
無
邊
佛
土
功
徳
經
一、卷
、
笠
置
般
若
臺
寺
に
宋
本
大
般
若
一
部
を
納
め
、
國
見
寺
の
一
切
經
に
結
縁
し
、
東
大
寺
再
興
の
大
願
成
就
を
所
念
し
て
、
大
般
若
六
部
を
書
寫
し
、
伊
勢
大
神
宮
に
各
三
部
を
供
養
し
、
叉
春
日
祗
に
一
部
、
八
幡
宮
に
三
部
を
供
養
し
安
置
し
て
ゐ
る
。
殊
に
上
下
の
醍
醐
、
相
模
國
笠
屋
若
宮
王
子
の
寶
前
、
鎭
西
の
箱
崎
、
那
智
等
に
於
い
て
如
法
經
を
書
寫
し
、
特
に
上
醍
醐
の
如
法
經
の
如
き
は
、
一
千
日
の
間
無
言
に
て
六
時
の
懺
法
を
轉
讀
し
、
御
紙
衣
を
行
ひ
、
上
下
の
+
一
所
の
道
場
を
構
え
、
百
餘
の
僭
を
請
じ
て
一
日
に
書
寫
供
養
し
、
導
師
は
三
井
の
宰
相
僣
正
公
顯
を
請
じ
て
ゐ
る
。
佳
持
の
三
寶
中
僭
寶
に
つ
い
て
、
最
も
恭
敬
奪
祟
す
べ
き
は
、
列
租
師
主
で
あ
る
。
東
大
寺
に
は
八
大
詛
師
の
御
影
を
安
置
す
る
兩
界
堂
二
宇
を
造
立
し
、
叉
橋
寺
行
基
菩
薩
の
御
影
を
修
複
し
、
上
醍
醐
寺
に
は
淨
名
居
士
、
慈
恩
大
師
、
逵
磨
大
師
の
影
各
一
鋪
を
安
置
し
、高
野
新
別
所
に
は
八
大
祀
師
の
御
影
八
鋪
を
安
置
す
る
等
、
そ
の
宗
と
す
る
と
こ
ろ
が
奈
邊
に
存
し
、
叉
祗
會
救
濟
の
幅
田
事
業
の
上
に
於
い
て
、
そ
の
繼
承
す
る
根
源
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
以
上
は
要
す
る
に
恭
敬
三
寶
で
あ
り
、
出
世
闇
的
善
根
で
あ
つ
て
、
造
顯
せ
ら
れ
る
も
の
そ
れ
自
體
が
目
的
的
で
あ
り
輻
田
と
思
考
せ
ら
れ
る
。
.之
れ
に
次
い
で
肚
會
施
設
は
、
造
顯
す
る
こ
と
に
依
て
、
他
者
に
利
釜
を
得
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
他
が
利
を
得
る
が
故
に
造
顯
者
に
徳
積
ま
れ
、
輻
報
を
得
ら
れ
る
と
す
る
幅
田
で
あ
る
。
之
れ
を
外
面
的
樣
相
か
ら
見
れ
ば
、
宗
教
的
拔
苦
與
樂
・
衆
生
濟
度
の
佛
教
精
神
に
、
具
體
的
瓧
會
性
を
賦
與
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
此
等
は
主
と
し
て
交
通
土
木
瓧
會
輻
証
事
業
に
關
し
、
我
が
國
文
化
及
び
殖
産
興
業
上
に
貢
獻
す
る
之
乙
ろ
は
大
で
あ
る
。
そ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
述
ぶ
れ
ば
、
難
波
の
渡
邊
橋
(
一
名
大
江
橋
、
天
神
橋
天
滿
橋
の
間
に
架
す
)
、
長
羅
橋
(
長
柄
橋
ぴ
、清
水
寺
橋
(
建
保
の
頃
は
東
大
寺
末
-
東
鑑
)
世
田
橋
(
瀬
田
橋
)
の
修
造
に
助
縁
し
て
い
る
。
架
橋
が
善
根
と
し
て
、
僣
家
の
早
く
此
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
は
、
七
法
中
の
第
五
「
安
二設
橋
梁
唱過
昌度
鬣
弱
こ
の
輻
田
に
當
る
が
故
で
あ
る
。
但
臨
弱
を
過
度
す
る
の
み
な
ら
ず
、
此
岸
よ
り
彼
岸
に
衆
生
を
濟
度
す
る
意
を
も
つ
こ
と
は
、
宇
治
橋
斷
碑
中
に
大
化
二
年
丙
午
之
歳
構
立
此
橋
濟
度
人
畜
帥
因
微
善
爰
發
大
願
,結
因
此
橋
成
果
彼
岸
法
界
衆
生
普
同
此
願
夢
箪
灰室
中
逍
寸甘
穴
韭見
縁
と
あ
る
こ
と
に
依
つ
て
知
ら
れ
、
此
の
精
神
は
單
に
緇
徒
の
み
に
傳
承
せ
ら
れ
た
の
で
な
く
、
近
く
は
天
正
十
八
年
(
一
五
九
〇
)
豊
臣
秀
吉
の
命
に
奉
じ
て
、
檜
田
右
衛
門
尉
長
盛
の
修
造
し
た
、
京
都
三
條
大
橋
の
銘
に
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
九
七
、
九
入
洛
陽
三
條
之
橋
、
至
後
代
化
度
往
還
人
、
土
石
之
礎
入
地
五
尋
、
切
石
柱
六
十
三
本
、
盖
於
日
域
石
柱
橋
濫
觴
乎
と
あ
つ
て
、
衆
生
を
教
化
濟
度
す
る
意
の
語
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
架
橋
と
同
じ
く
水
路
の
難
を
救
ふ
も
の
に
、
重
源
に
港
灣
改
修
の
事
業
が
あ
る
。
帥
ち
魚
佳
泊
で
あ
つ
て
、
兵
庫
縣
明
石
郡
西
島
村
に
あ
る
。
上
古
は
韓
泊
(高
砂
の
邊
り
)
と
輪
田
泊
(兵
庫
)
の
問
に
あ
る
水
驛
で
、
倶
に
行
基
の
造
營
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
重
源
の
奏
欺
(大
阪
、
小
原
丈
書
)
に
魚
佳
泊
者
、
天
干
之
昔
、
行
基
菩
薩
所
建
立
也
、
弘
仁
之
問
、
破
壞
年
久
、
自
承
和
末
、
廢
而
不
修
、
貞
觀
九
年
、
東
大
寺
僭
賢
和
、
講
致
修
因
、
不
終
其
功
、
延
喜
年
中
、
清
行
朝
臣
、
雖
上
封
事
、
未
及
營
築
、
濱
岸
許
頽
、
兆
域
途
亡
と
あ
つ
て
、
再
々
の
修
築
の
企
劃
も
、
そ
の
功
室
し
く
荒
廢
に
よ
る
滲
欺
は
、
「作
善
集
」
に
彼
島
者
昔
行
基
菩
薩
爲
レ助
レ人
築
昌此
泊
N、
而
星
霜
漸
積
侵
二
損
波
浪
崗、
然
間
上
下
船
遇
二風
波
剛、
漂
死
輩
不
レ知
昌幾
千
u、
仍
逐
昌菩
薩
聖
跡
剛欲
レ
複
昌舊
儀
隔
と
あ
る
。
此
難
工
事
に
建
久
七
年
着
手
し
た
が
(攝
津
古
丈
書
)
功
成
ら
ず
、建
保
中
重
聖
に
よ
り
繼
續
せ
ら
れ
、
そ
の
後
正
應
二
年
性
海
築
島
を
請
ひ
、
十
年
を
限
り
從
事
し
た
が
、
そ
の
成
否
は
不
詳
で
あ
る
。
叉
狹
山
池
(大
阪
府
南
河
内
郡
狹
山
村
)
の
修
營
も
、
行
基
の
先
蹤
を
修
補
せ
る
も
の
で
あ
る
。
池
は
村
の
中
央
に
あ
つ
て
、
南
北
八
町
東
西
四
町
の
大
池
で
、
天
野
山
に
水
源
を
發
し
て
此
の
池
に
逹
し
、
殖
産
上
灌
漑
貯
水
の
重
任
を
帯
び
て
ゐ
る
が
、
行
基
の
後
、
修
理
の
方
策
も
講
ぜ
ら
れ
ず
、
放
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
爲
め
、
鎌
倉
初
頭
に
は
荒
廢
に
歸
し
、
「
作
善
集
」
に
河
内
國
狹
山
池
者
行
基
菩
薩
舊
跡
也
、
而
堤
壞
崩
朗
同
昌山
野
一爲
二彼
改
複
N臥
昌石
樋
圏事
六
段
と
あ
つ
て
、
改
修
の
歌
を
も
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
更
に
備
前
の
船
坂
山
は
、
備
前
播
磨
の
國
境
に
あ
つ
て
、
古
來
巨
木
欝
蒼
と
し
.
盜
賊
出
沒
し
、行
人
時
に
命
を
失
ふ
者
も
あ
つ
て
、族
人
の
愁
惱
些
も
止
む
こ
と
な
し
、仍
て
樹
木
を
伐
採
し
て
漂
盜
の
據
所
を
絶
滅
し
た
の
で
あ
る
。
か
N
る
難
所
は
單
に
此
地
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
伊
賀
に
於
い
て
も
同
樣
で
あ
つ
た
。
徇
伊
賀
に
於
い
て
は
嶮
岨
な
山
道
を
開
鑿
し
て
、
甼
安
の
通
路
と
し
て
ゐ
る
。
「
作
善
集
」
に
又
伺
國
道
路
最
惡
之
故
往
還
人
馬
其
煩
多
或
付
二損
害
】或
死
亡
仍
爲
レ助
二彼
等
凵嶮
惡
所
々
悉
作
直
止
コ人
畜
歎
M
と
あ
つ
て
、
嶮
路
の
困
苦
は
人
馬
の
惱
み
の
み
で
な
く
、
災
害
は
財
物
の
失
亡
、
人
畜
の
身
命
の
棄
損
を
も
招
く
結
果
と
な
る
。
さ
れ
ば
陸
路
の
厄
難
之
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
く
、
か
N
る
危
殆
を
除
拔
す
る
こ
と
こ
そ
、
衆
生
の
拔
苦
與
樂
を
念
ず
る
佛
教
精
神
に
、
祗
會
性
を
賦
與
し
た
、
教
家
の
爲
す
べ
き
最
大
の
救
濟
土
木
事
業
で
あ
る
。
生
類
憐
愍
の
情
は
佛
心
の
發
露
で
あ
つ
て
、「
梵
網
經
」
(
正
藏
二
〇
、
一
〇
〇
四
)
に
は
佛
言
佛
子
、
若
自
殺
教
人
殺
方
便
讃
二歎
殺
↓
見
レ作
隨
喜
乃
至
咒
殺
、
殺
因
殺
縁
、
殺
法
殺
業
、
乃
至
一
切
有
命
者
不
レ
得
昌故
殺
↓
是
菩
薩
應
腎起
二常
佳
慈
悲
心
孝
順
心
輔方
便
救
護
ム
一
切
衆
生
而
自
恣
心
快
意
殺
生
者
、
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
と
戒
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
決
定
し
て
處
刑
せ
ら
る
べ
き
、
死
刑
囚
の
釋
放
蓮
動
を
な
し
、「
決
定
可
レ被
レ
切
レ頸
人
申
冤
事
十
入
」
と
あ
つ
て
、
入
を
僭
ま
ず
、
方
便
救
護
す
る
菩
薩
精
神
を
顯
現
し
て
ゐ
る
。
更
に
大
悲
の
極
ま
り
は
、
不
堅
の
財
を
捐
て
玉
、
た
と
へ
一
蟲
と
雖
も
、
至
重
の
命
を
贖
ふ
の
、
善
事
に
過
ぎ
た
る
は
な
い
。
殊
に
輪
廻
読
に
起
因
す
る
倫
理
觀
に
つ
い
て
、
「
梵
網
經
」
に
は
若
佛
子
以
昌慈
心
一故
行
昌放
生
業
↓
應
レ作
二是
念
同、
六
道
衆
生
皆
是
我
父
母
、
而
殺
而
食
者
即
殺
ユ
我
父
母
凵亦
殺
二
我
故
身
】故
行
昌放
生
同
生
生
受
生
常
佳
之
法
、
、教
レ
人
放
生
と
あ
つ
て
、ま
さ
に
火
湯
に
入
ら
ん
と
す
る
、水
族
飛
禽
の
身
命
を
贖
つ
て
、
自
由
の
境
地
に
逍
遙
せ
し
む
る
は
、
'佛
子
の
惻
隱
の
心
の
發
現
で
あ
る
。
さ
れ
ば
重
源
も
「
作
善
集
」
に
、
「
放
生
少
々
」
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
此
れ
恐
ら
く
は
、
少
々
と
は
過
少
の
謙
辭
で
あ
ら
う
。
如
何
ん
と
な
れ
ば
、
文
治
四
年
(
一
一
八
八
)
九
月
頼
朝
は
奏
上
し
て
、
諸
國
殺
生
を
禁
斷
す
べ
き
宣
旨
を
受
け
、
叉
二
季
の
彼
岸
に
放
生
會
あ
り
、
八
月
十
五
日
鶴
岡
八
幡
の
放
生
會
に
は
、
將
軍
御
參
、
法
會
舞
樂
流
鏑
馬
等
盛
儀
を
極
め
て
ゐ
る
。
か
Σ
る
國
衙
の
風
潮
を
受
け
、
重
源
亦
生
類
愛
護
の
放
生
を
行
つ
た
こ
と
は
、
最
も
理
解
し
易
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
叉
此
の
側
隱
の
心
は
廻
國
勸
進
の
際
、
周
防
・
長
門
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
九
九
一
〇
〇
二
州
が
、
源
甼
爭
亂
の
餘
波
を
受
け
、
耕
地
荒
撫
し
、
飢
餓
の
難
民
多
き
を
見
て
、
默
観
す
る
こ
と
を
得
ず
、「
施
行
少
々
」
と
て
、
難
民
救
恤
の
慈
悲
行
を
な
し
て
ゐ
る
。
之
れ
敢
え
て
五
台
山
順
禮
の
素
意
と
併
せ
考
へ
て
、
文
殊
信
仰
の
顯
現
と
附
會
す
る
迄
も
な
く
、
佛
作
佛
行
の
無
所
得
の
大
行
と
觀
る
と
ぎ
、
愈
々
そ
の
偉
大
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
°
静梁
塵
秘
抄
に
「
そ
よ
、
津
の
國
の
長
柄
の
橋
も
造
る
な
り
今
ぽ
我
が
勇
を
何
に
譬
へ
ん
」
と
あ
つ
て
、
再
々
改
修
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
四
重
源
の
生
涯
に
於
け
る
作
善
の
中
、
目
に
つ
く
こ
と
は
湯
屋
の
建
立
で
あ
る
。
「作
善
集
」
に
「
結
縁
湯
屋
事
巳
上
十
五
ケ
所
」
と
あ
っ
て
、
重
源
創
建
の
別
所
、
有
縁
の
寺
院
に
は
、
必
ず
湯
屋
晶
字
、
叉
は
湯
釜
の
施
入
の
あ
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
帥
ち
東
大
寺
修
複
の
諸
堂
宇
中
に
、
大
湯
屋
一
宇
あ
つ
て
、
鐵
湯
船
を
備
へ
、
大
釜
二
口
の
内
一
ロ
は
伊
賀
聖
人
の
造
立
と
云
ふ
。
上
醍
醐
寺
、
高
野
新
別
所
、
渡
邊
別
所
に
大
湯
屋
の
鐵
湯
船
並
に
湯
釜
、
東
大
寺
別
所
、
播
磨
別
所
、
備
前
豊
光
寺
、
周
防
阿
彌
陀
堂
、
伊
賀
別
所
に
も
湯
屋
を
造
立
し
て
ゐ
る
。
就
中
東
大
寺
、
播
磨
の
別
所
、
豊
光
寺
は
「常
湯
一
口
」
と
注
し
、
叉
備
前
國
府
に
造
立
し
た
大
湯
屋
は
、
不
斷
に
温
室
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
そ
の
庶
費
の
支
辨
に
は
、「
施
二入
田
三
丁
畠
卅
六
丁
」
と
あ
つ
て
、維
持
方
策
が
完
備
し
て
ゐ
る
。
そ
の
他
善
通
寺
、
興
幅
寺
、
光
明
山
に
湯
船
湯
釜
を
施
入
し
、
鎭
西
の
廟
田
(博
多
)
に
も
常
湯
を
施
入
し
て
ゐ
る
。
之
れ
七
法
中
の
「
園
果
浴
池
樹
林
清
涼
」
の
幅
田
に
當
る
。
湯
屋
は
古
來
我
が
國
に
於
い
て
は
、
法
相
宗
及
び
禪
林
に
は
、
七
堂
伽
藍
の
隨
一
に
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
廣
く
衆
庶
に
開
放
し
て
修
善
の
業
と
な
し
た
の
は
、
「元
亨
釋
書
卷
」
第
十
八
に
一
夕
閤
裏
室
申
有
レ聲
日
、
後
莫
レ誇
也
、
妙
觸
宣
明
浴
室
澣
濯
其
功
不
レ可
レ言
而
巳
、
后
佐
喜
、
乃
建
二温
室
】令
雪
貴
賤
一取
渉
浴
と
あ
る
光
明
皇
后
施
浴
の
簿
読
を
以
て
矯
矢
と
す
る
。
コ
ニ
寶
繪
詞
L
卷
下
(佛
全
=
一、
四
三
八
)
に
は
「
寺
に
月
こ
と
の
十
四
日
、
廿
九
日
に
大
に
湯
を
わ
か
し
て
あ
ま
ね
く
僣
に
あ
む
す
、
そ
の
あ
く
る
日
に
布
薩
を
行
に
よ
り
て
な
り
、
叉
人
の
心
さ
し
に
て
、
日
を
も
定
す
し
て
わ
か
す
事
お
ほ
か
り
」
と
あ
つ
て
、
往
時
は
布
薩
の
前
日
、
叉
は
施
主
を
得
て
臨
時
に
施
浴
し
て
ゐ
て
、
不
断
・
常
湯
と
は
容
易
な
ら
ざ
る
費
用
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
叉
建
久
三
年
三
月
二
日
、
後
白
河
法
皇
御
追
善
の
爲
に
、
頼
朝
は
百
日
の
温
室
を
設
け
、
往
反
の
諸
人
並
び
に
土
民
に
開
放
し
、
所
修
の
善
根
功
徳
と
な
し
た
(吾
妻
鏡
)
。
依
つ
て
之
れ
當
時
最
大
の
施
行
の
一
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
澡
浴
の
功
徳
に
つ
い
て
は
、「
釋
氏
要
覽
」
に
は
毘
尼
母
の
「
澡
浴
但
爲
下
除
二身
中
風
冷
病
同得
申
安
穩
行
道
上故
、有
昌五
利
こ
の
文
を
引
い
て
ゐ
る
。
五
利
と
は
e
垢
を
除
く
、
目
皮
膚
を
治
め
一
色
な
ら
し
め
、
⇔
寒
熱
を
破
す
、
⑭
風
氣
を
下
す
、
㈲
病
痛
を
少
く
の
五
で
あ
る
。
叉
「
諸
徳
幅
田
經
」
に
は
阿
難
の
前
生
譚
を
擧
げ
て
、
宿
世
に
庶
民
子
と
な
り
、
身
に
惡
瘡
を
生
じ
て
治
癒
せ
ず
、
親
友
の
道
人
の
指
示
に
よ
り
、
寺
中
に
新
井
を
作
り
、
香
油
浴
具
を
備
へ
衆
僣
に
洗
浴
せ
し
め
、
そ
の
浴
水
を
以
て
瘡
を
洗
へ
る
に
除
癒
し
、
此
の
因
縁
に
よ
り
生
々
世
々
、
端
正
金
色
晃
呈
の
身
を
得
、
今
復
佛
に
値
ふ
て
心
垢
を
滄
滅
し
、
羅
漢
果
を
得
た
り
と
歡
喜
し
て
ゐ
る
。
叉
「
温
室
洗
浴
衆
澡
經
」
に
は
、澡
浴
の
法
と
し
て
、
七
物
を
用
ひ
、七
病
を
除
き
、
七
幅
報
を
得
る
こ
と
を
読
い
て
ゐ
る
。
七
物
と
は
O
然
火
、
目
淨
水
、
㊨
澡
豆
、
㈲
酥
膏
、
国
淳
友
、
因
楊
枝
、
㈹
内
衣
を
云
ひ
、七
病
を
除
く
と
は
、
e
四
大
安
穩
、
目
除
⇒
四
病
↓
⇔
除
二濕
痺
N、
⑭
除
晶寒
氷
婦、
㈲
除
ユ熱
氣
剛、
因
除
昌垢
穢
唱、
㈹
身
體
輕
便
眼
目
精
明
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
衆
僭
の
七
病
を
除
去
す
る
故
、
僣
に
澡
浴
を
供
養
す
れ
ば
、
反
報
の
七
幅
を
得
る
。
七
幅
と
は
e
四
大
無
病
所
生
常
安
勇
武
丁
建
衆
所
二敬
仰
同、
目
所
生
清
淨
面
目
端
正
塵
水
不
レ
著
爲
人
所
レ
敬
、
㊧
身
體
常
香
衣
服
潔
淨
見
者
歡
喜
莫
レ
不
昌
恭
敬
N、
㈲
肌
體
濡
澤
威
光
徳
大
莫
レ不
昌敬
歎
N獨
歩
無
雙
、国
多
饒
入
從
佛
二拭
塵
垢
N
自
然
受
レ
幅
常
識
二
宿
命
一、因
ロ
齒
香
好
方
白
齊
甼
所
読
教
令
莫
γ
不
昌肅
用
】、
㈹
所
生
之
處
自
然
衣
裳
光
飾
珍
寶
見
者
悚
息
、
の
七
之
れ
で
あ
る
。
此
の
因
縁
に
依
つ
て
、
或
は
梵
天
に
生
れ
て
幅
を
受
く
る
こ
と
量
り
難
く
、
或
は
菩
薩
と
な
り
檜
道
損
生
、
邃
に
作
佛
す
る
こ
と
得
る
。
故
に
衆
僭
に
澡
浴
を
供
養
す
る
こ
と
は
、
「
無
量
幅
田
旱
滂
不
レ傷
」
と
読
れ
て
ゐ
る
。
諸
寺
の
浴
室
は
、
直
接
に
は
衆
僭
へ
の
用
途
を
目
的
と
し
、
更
ら
に
廣
く
道
俗
に
開
放
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
俊
乗
房
重
源
の
福
田
事
業
に
つ
い
て
一
〇
一
一
〇
二
重
源
の
生
涯
を
回
顧
す
る
に
、
治
承
五
年
(
一
一
八
一
)
八
月
♪
東
大
寺
大
佛
殿
の
大
勸
進
に
任
ぜ
ら
れ
た
る
六
十
一
歳
を
以
て
轉
機
と
な
し
、
そ
の
前
後
に
著
し
い
特
色
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
の
前
期
に
於
い
て
は
史
簿
・
記
録
の
傳
へ
る
と
こ
ろ
殆
ん
ど
存
せ
ず
、
僅
か
に
窺
ひ
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
自
行
勵
精
と
入
宋
の
事
蹟
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
後
期
に
於
い
て
は
、
勸
進
に
東
奔
し
、
募
縁
に
西
走
せ
る
記
録
は
、
當
時
の
日
記
類
の
多
く
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
輻
田
事
業
中
そ
の
重
な
る
も
の
を
抄
記
す
れ
ば
、文
治
元
年
(
コ
八
七
)
`
防
周
佐
波
郡
に
阿
彌
陀
寺
を
建
立
し
(同
寺
古
文
書
)、建
久
三
年
(
一
一
九
二
)
九
月
播
磨
大
部
莊
に
淨
土
堂
を
建
て
(淨
土
寺
文
書
)、
同
六
年
(
二
九
五
)十
一
月
醍
醐
寺
に
宋
本
一
切
經
を
施
入
し
て
經
藏
を
建
立
し
(上
醍
醐
寺
類
集
)、翌
年
山
城
笠
置
山
般
若
臺
笠
置
寺
に
鐘
一
口
を
寄
進
し
、
叉
魚
佳
・
輪
田
泊
を
修
築
し
た
。
建
久
九
年
(
=
九
七
)
二
月
渡
邊
淨
土
堂
に
鉦
鼓
五
個
を
寄
せ
、
三
月
醍
醐
寺
に
一
切
經
供
養
を
修
し
、
正
治
二
年
(
=
δ
O
)
播
磨
淨
土
寺
は
所
願
所
と
な
り
(東
大
寺
文
書
)、
建
仁
二
年
(
一
二
〇
二
)
伊
賀
富
永
に
新
大
佛
寺
を
創
建
す
る
等
、
そ
の
著
し
い
化
他
の
行
蹟
は
、
東
大
寺
領
を
中
心
と
し
、
自
行
精
進
の
前
期
に
於
け
る
有
縁
の
地
に
及
ん
で
ゐ
る
。
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
東
大
寺
大
勸
進
就
任
を
中
軸
と
し
て
、
自
行
か
ら
化
他
へ
の
展
開
は
、
著
し
く
輻
田
の
事
業
に
依
て
充
足
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
生
涯
の
回
轉
軸
と
な
る
要
職
に
就
い
た
重
源
は
、
東
大
寺
創
建
の
勸
進
聖
行
基
を
以
て
、
自
己
の
龜
鏡
と
な
し
、
爾
後
身
心
二
面
の
行
動
を
律
す
る
規
範
と
な
し
、
そ
の
根
本
理
念
を
行
基
の
精
禪
に
求
め
た
こ
と
は
、
蓋
し
至
當
と
考
へ
ら
れ
る
。
彼
の
行
基
像
の
修
理
、
及
び
魚
佳
・
大
輪
田
泊
の
修
築
の
趣
意
の
如
き
は
、
之
れ
を
裏
付
け
る
重
要
資
料
で
あ
る
。
か
Σ
る
見
地
に
於
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
他
の
佛
教
祗
會
事
業
家
と
劉
比
す
る
と
き
、
其
處
に
著
し
き
形
態
の
相
違
が
發
見
せ
ら
れ
、
重
源
の
後
孚
生
は
行
基
の
そ
れ
を
全
面
的
に
繼
承
せ
る
も
の
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
